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多良間島の洞窟群の概要
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１．はじめに
　多良間島は、宮古島と石垣島のほぼ中間に位置す

る南北約 4.3 km、東西約 5.8 km の楕円形の島であ

る。島の大半は平坦で、最も高い八重山遠見台でも

34.2 m である。地表部分のほとんどは更新統琉球

層群からなり、北部では並行して伸びる２本の東西

系断層がみられるほか、東部において北北西 - 南南

東方向に延びる断層崖も認められる。

　現在地表部の多くは農地となっているが、北部の

丘陵部や沿岸部では石灰岩が露出する。そしてこれ

らの地域には、いくつかの洞窟が認められる。その

うちいくつか（アマガー、シュガーガー、ナガシガー、

パリ マ゚ガー、フシャトゥガー、フタツガー）は史

跡に指定されているほか、地下水域に生息するヌマ

エビ類などの甲殻類が報告されている（藤田・砂川

2008；Shimomura and Fujita 2020）。多良間島は

石灰岩からなる平坦な地形をもち、陸上河川が認め

られないことから、本島においては、水源となる洞

窟は古くから人との関わりが深かったことは想像に

難くない。

　近隣の宮古島や石垣島では、詳細な洞窟分布や内

部の調査が行われ、 沖縄県教育委員会（1980）に

よって報告が行われたが、多良間島の洞窟に関して

は触れられていない。本稿では、既に知られている

洞窟の聞き込み結果および地表踏査で確認した洞窟

の分布といくつかの洞窟の測量結果について報告す

る。

２．多良間島の地形と地質
　南西諸島における石灰岩の岩質や構造は、洞窟の

配置や形態に大きな影響を与える傾向が強い。すな

わち、琉球層群の石灰岩はその岩相によって頑強な

サンゴ礁からなることもあれば、リーフ内の砂質石

灰岩からなることもあり、これによって洞窟の形態

が変化することがある。また、地表河川のない隆起

サンゴ礁からなる島は、洞窟が地下の河川として存

在したり、地表地形と洞窟の分布が関連することも

ある。後に述べるように、洞窟の分布は割れ目や岩

相境界に近い位置で認められることが多い。

　多良間島は、その面積の大半が標高 10 ～ 20 m

の段丘面であり、北部の丘陵部が古砂丘からなると

考えられている（町田ほか 2001）。段丘面は琉球

層群からなり、その地形の明瞭さから、最終間氷期

（MIS 5e）の海成段丘面と対比されている（たとえ

ば、太田・堀 1980）。また、この地形を横切って

認められる断層がいくつか認められ、このうち島の

東部に認められる断層（普天間 - 塩川断層）は明瞭

な断層崖をもつ。
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　一方、地質に関しては、以下のような区分や解釈

の変遷を経ている。

　大我ほか（1974）は、ボーリングコアおよび地

表踏査に基づき、本島の石灰岩を琉球層群多良間層

とし、津川砂層と多良間石灰岩に細分した。また、

その上位は北部に見られる仲筋砂層（古期砂丘砂）

が重なるとしている。

　矢崎（1977）は地表部は、下位から琉球層群天

川石灰岩、パナリ石灰岩、前泊石灰岩、仲筋泥質

砂、遠見台石灰岩が累重し、これらを覆って、古期

風化土壌、新期風化土壌、古砂丘堆積物、砂丘堆積

物が認められるとした。琉球層群の下位には宮古島

北部に見られる島尻層群下部に似る砂岩が分布する

と推定されているが、地表には認められない（矢崎

1977）。天川石灰岩は、地表部分で認められる層準

で最も古いもので、北部の仲筋集落および南側の海

岸部を除く大半の部分が本層からなるとされる。層

厚は 60 ～ 70 m が推定されており、地表部の平坦

な耕作地に認められる岩塊も同様な特徴を示す。こ

れらは石灰藻を主体とする層と、有孔虫を主体とす

る層の互層からなる。パナリ石灰岩は、天川石灰岩

を不整合に覆って、沿岸部周辺に分布する。層厚は

10 ～ 20 m とされ、サンゴ礫を含む細粒の石灰岩

からなる。全体として塊状でその分布は側方変化が

著しい。前泊石灰岩は天川石灰岩およびパナリ石灰

岩を不整合で覆い、仲筋泥質砂に不整合で覆われる。

層厚は５～６ ｍで下半は有孔虫砂、上半は貝類を

主体とする。仲筋泥質砂は、前泊石灰岩と同様な分

布を示す陸成の風化土壌で、暗褐色～黒色を呈する。

層厚は 0.2 ～ 0.5 m で、“ シュリマイマイ ”（矢崎

1977）を含む。この陸産貝類化石は、再検討の結果、

タラママイマイと再記載された（藤江 2002）。遠

見台石灰岩は多良間島北部の丘陵地に認められる。

いわゆるアワ石状の砂質石灰岩からなり、急傾斜の

斜交層理を示す。

　山田ほか（2009）は地表踏査およびボーリング

コア試料の解析に基づき、最下位の多良間砂層と地

表部の琉球層群に区分し、琉球層群は海進・海退に

対応する３つのユニットとそれを不整合で覆う最上

部ユニットに区分した。最上部ユニットの造礁サ

ンゴ化石からは、212.7 ± 4.4 － 2.2 ka ～ 74.8 ±

1.1 ka の Th/U 年代を得ている。そして現平坦面は、

MIS 5c（約 10 万年前）の海蝕による侵食面と推定

している。

　大関ほか（2014）は、ボーリングコアの解析に

基づき、多良間砂層、琉球層群、遠見台石灰岩、完

新統にわけ、琉球層群は多良間島層とその上位に不

整合で重なるウプドゥー層に区分した。多良間島層

は、サンゴ石灰岩、石灰藻球石灰岩、Cycloclypeus-
Operculina 石灰岩、淘汰の悪い砕屑性石灰岩からな
る４つのユニットに区分される。ウプドゥー層は、

サンゴや石灰藻球を含む石灰岩礫岩からなる。遠見

台石灰岩は、斜交葉理の発達する石灰質粗粒砂岩、

生砕物からなり、赤褐色土壌を挟在する。石灰質ナ

ンノ化石に基づき、多良間砂層および多良間島層の

Unit 3R は、0.451 ～ 0.987 Ma に形成されたとした。

３．洞窟の分布
　洞窟の分布は、主として沿岸部および北部に集中

する（図１）。これらは南部の多くが造成によって

現地形を残してない可能性のほか、海岸線沿いは海

食崖となっていることが多いことに原因があると考

えられるが、その詳細は不明である。洞窟のうちい

くつかは水源として利用されてきており、内部の著

しい改変が認められる。このうち一部はほぼ天然の

洞窟の形態は残していないが、その可能性のあるも

のもリストアップした。なお、海岸沿いには多くの

海食洞が認められるが、本リストには含めていない。

また、東部に認められる断層崖に沿って、いくつか

の岩陰や洞窟状の空間も認められるが、これらもこ

のリストには含めていない。洞窟の名称は既に知ら

れているものはそれに従い、名称がはっきりしない

ものは周辺の地名等に従い、仮の名称を付けた（*

を併記）。洞窟の位置は、GPS で取得した。標高は

国土地理院の DEM データを GIS 上で読み取った値

を示す（表１）。

４．多良間島の洞窟の概要
　多良間島の洞窟は小規模なものが多く、水源とし

て用いられていた場合には大規模に改変されてい

る。いくつか認められる横穴洞窟は現在も定常的に

プールが存在し、水棲生物も認められる。一方で小
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規模な洞窟は竪穴状の洞口であったり、クラックに

沿った斜洞状の形態を持つ洞窟などが多い。このう

ちいくつかの洞窟は十分な広さが認められるので、

３Ｄ測量を行った。３Ｄ測量の成果については、別

稿にて報告予定である（石原ほか印刷中）。

１．アマガー（図２）
　アマガーは多良間村役場北 150 m ほど、標高約

15 m に位置する（図１）。古くから水源として利

用されていたことから、洞口周辺は整備されてお

り、洞窟内まで階段が続く。洞床や壁際には陶器類

の破片や貝殻などの遺物が認められる。村指定文化

財（1983 年指定）となっている（多良間村教育委

員会 1993）。洞窟はほぼ南北から北北東－南南西

方向に延びる直線状で、雨滴線から水平投影した直

線距離は 26 m ほど、高低差は 10 m ほどである（図

２）。洞口は北端にあり、緩やかに洞奥に向けて傾

斜する。洞口から 10 m 程度は天井高は５ｍ程度ま

でであるが、それより奥ではトレンチ状となってお

り、上層部がみとめられる。この部分では８ｍ近い

天井高となっている。洞床部は改変が多いが洞壁上

部は自然洞窟のままである。最奥は泥質堆積物がみ

とめられ、測量時にはプールの痕跡のみが認められ

た。

２．カーバルガー（図３）
　カーバルガーは、北東部の海岸から内陸側に 320 

m ほど、標高約９ｍに位置する（図１）。洞口部は

割れ目状に開口するが、内部は水平に広がる洞窟の

天井部が崩落した形状を示す。洞奥部には湧水が見

られ、水源として利用されていたようである。洞床

には比較的厚い粘土質の堆積物が見られ、洞内には

シャコガイ、巻き貝などの散布がみられる（図３）。

３．シュガーガー（図４）
　シュガーガーは集落の北東側、海岸から約 390 

m にある陥没ドリーネ（標高約 10 m）の壁に沿っ

て開口する（図１）。村指定文化財となっている（多

良間村教育委員会 1993）。洞窟は陥没ドリーネの

北側と南側の２つに分かれる。ドリーネの直径は

20 m ほどで、北側の洞窟は 15 ～ 20 m、南側の洞

窟も 20 m ほど延長する。両洞窟ともに高さ３～２ 

ｍほどの水平な天井をもち、床面には落盤礫および

土壌が堆積する。洞窟の幅は 5 ～ 10 m ほどで、陥

没ドリーネ部を除いては南北ともに標高差はほとん

どない。最奥部は水没しており、洞窟は水中へと続

く。古くから水源として利用されており、改変が著

しく、洞床には陶器類や貝殻等の遺物が多量に散布

している（図４）。

４．シュフディの洞窟（図５）
　シュフディの洞窟は、多良間島北部、先島火番盛

から北西方向に 520 m、海岸から 85 m ほどに位

置する（図１）。標高は約９ ｍである。洞口は海岸

側（北）に向かって開口し、ほぼ 10 ～ 15 m ほど

の幅があるが、洞奥方向へも同程度の延長で、最奥

は未固結の砂質堆積物で埋没し、入洞できない（図

５）。高低差は５ ｍ程度である。床面は落盤礫のほ

か厚い砂質堆積物からなる。床面の一部には海棲貝

類の殻等もみとめられる。今回の踏査によって、洞

床の砂質堆積物中から人骨や配石等が確認された

（石原ほか印刷中・本書 54 頁参照）。

５．タイチガマ（図６）
　タイチガマは、シュフディの洞窟から西に 130 

m、海岸から 60 m、標高約 10 m の道路脇に開口

する（図１）。洞口のやや狭い通路を抜けるとすぐ

に広くなり、更に奥部で斜洞となる（図６）。洞口

から最奥部まではおよそ 30 m ほど、高低差は洞口

部からは７ｍ、道路から面からは 8.5 m ほどであ

る。洞口から 10 m ほどは天井高３ｍほど、幅 10 

m、奥行き８ｍほどのホール状の空間となっている

が、そこから奥および側方へは天井も低く、斜洞状

となっている。天井はほぼ水平である。床面のほと

んどは落盤礫で、母岩が風化したとみられる石灰質

の堆積物も認められる。二次生成物は一部で発達が

良い。難破船の乗組員が一時避難したという伝承が

あるとのことだが、今回の調査ではそのことに直接

関連する遺物等は認められなかった。

６．ナガシガー（図７）
　ナガシガーは、多良間村消防事務所のすぐ北西側、

標高約 15 m に開口する（図１）。村指定文化財と

なっている（多良間村教育委員会 1993）。洞口か
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らは階段が続いており、洞窟の大半は改変されてい

るが、元々は天然の洞窟であったと見られる（図７）。

７．パリ マ゚ガー（図８）
　パリ マ゚ガーは塩川御嶽の北西 190 m ほどの標高

約 11 m に位置する（図１）。村指定文化財となっ

ている（多良間村教育委員会 1993、2001）。一部

に母岩と思われる露岩が認められるが洞窟としての

形態は認められない（図８）。

８．フシャトゥガー（図９）
　フシャトゥガーは、多良間中学校の北東約 200 

m、標高 14 m に位置する（図１）。村指定文化財

となっている（多良間村教育委員会 1993）。洞窟

全体に大幅に改変されているが、一部に天然の洞窟

の痕跡が認められる（図９）。

９．フタツガー（図 10）
　フタツガーは多良間空港の西側、海岸から約 220 

m、標高約８ｍに開口する（図１）。村指定文化財

となっている（多良間村教育委員会 1993）。海岸

側と陸側のふたつの空間が認められ、それぞれ洞奥

で水没する（図 10）。多良間島の洞窟では最も規模

が大きい。陥没ドリーネの底では、東側（陸側）お

よび西側（海側）にほぼ同規模の洞窟がそれぞれ

30 ～ 40 m ほど続く。洞幅は 10 ～ 15 m 程度であ

るが、場所によっては狭く這って移動する必要があ

る。洞床は洞口部を除いては石灰岩礫からなり、一

部にサンゴ礫や貝殻などを含む。

10．ンニマガー（図１１）
　ンニマガーは嶺間御嶽の北側に続く森の中に位置

する（図１）。標高は約 15 m である。洞口付近は

天井の低い空間となっているが、奥部で斜洞となり、

クラック状の洞窟が側方へと連続する。洞床には石

灰質砂が認められるほか、サンゴ礫も認められる（図

11）。

11．ウプドゥマリ 南゚の横穴（図 12）
　ウプドゥマリ 南゚の横穴は、ウプドゥマリ か゚ら陸

側に約 80 m、標高約 11 m に開口する（図１）。陥

没したように開口する洞口からは、高さ１ｍ前後の

斜洞が続いているが、全体に狭く立てるところはほ

ぼない。床面には巻貝や海浜砂も認められる（図

12）。

12．ウプドゥマリ 南゚の竪穴１（図 13）
　ウプドゥマリ 南゚の竪穴１は、 ウプドゥマリ 南゚の

横穴から更に南に 25 m 程度、標高 13 m に開口す

る（図１）。クラック状の洞口で、幅１ｍ、長さ２

ｍほどである。入洞していないので詳細は不明であ

る（図 13）。

13．ウプドゥマリ 南゚の竪穴２（図 14）
　ウプドゥマリ 南゚の竪穴２は、 ウプドゥマリ 南゚の

竪穴１から東に 70 m 程度、標高 15 m に開口する

（図１）。洞口部は岩石に囲まれており、多角形の形

状をしている（図 14）。入洞していないため、その

詳細は不明である。

14．ウカバの竪穴（竪穴 A）（図 15）
　ウカバの竪穴はウカバトゥブリの海岸から約 100 

m 陸側、標高約７ ｍに開口する（図１）。ほぼ垂直

な竪穴状となっているが（図 15）、床面が見えるの

で、３～４ｍほどの深さとみられる。詳細は不明で

ある。

15．タニガーの竪穴（竪穴 B）（図 16）
　タニガーの竪穴は、多良間島南部、普天間港の西

側で、海岸から 100 m ほどに位置する（図１）。標

高は約４ｍである。 洞口にはハシゴが認められる

（図 16）。入洞してないため、詳細は不明である。

16．崩落穴
　崩落穴は、カーバルガーの南東約 70 m、標高

11 m に位置する。詳細は不明である。

17．仲筋のヤマトピㇲトゥトゥンバラ（図 17）
　本洞窟は、多良間島の段丘面上に位置する巨礫の

下に認められる洞窟状の空間である（図１）。巨礫

は石灰藻球が認められることから、サンゴ礁周辺で

はなく、より深い環境で形成された石灰岩である

ことが示唆される（図 17）。矢崎（1977）による、

天川石灰岩の巨礫と見なすことができる。また、表
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面には独特の溶食形態が認められる。今回試掘調査

を実施した。詳細については本書 48 ～ 54 頁参照。

５．おわりに
　本報告では、多良間島に分布する洞窟と関連する

地形・地質に関して簡単にまとめた。多良間島の洞

窟の報告は地下性甲殻類や地下水に関する事例以外

はないため、本報告では洞口のみ確認したものも含

めて報告した。洞窟の形態は、やや内陸側や標高の

高い場所に認められる斜洞状の洞窟と、海岸近くに

分布する水平な洞窟の天井が陥没したと見られる竪

穴や洞口部のみ斜洞でその後水平に続くものが多

い。水平な天井を持つものが多いが、ほとんどは層

理面に沿った落盤やその痕跡によるものと思われ

る。本報告では、その概要をまとめたのみであるた

め、今後各洞窟の内部の詳細な調査が必要とされる。
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図 2　アマガー内部の様子．洞口から続く階段（左）．洞奥の自然部（中）．洞奥の涸れたプール（右上）．洞床の陶器，貝殻（右下）．

図３　カーバルガーの状況．開口部（左）．洞内（右）．

図４　シュガーガーの状況．洞口部（左・中）．洞床の陶器片の堆積（右上）および貝殻（右下）．

図５　シュフディの洞窟の状況．洞口（左），シュフディの洞窟の内部（中），洞床の人骨・貝類（右）．
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図６　タイチガマの状況．洞口（左）および内部（右）．

図７　ナガシガーの状況．ナガシガーの洞口（左），ナガシガー内部の状況（中上），および涸れた洞奥のプール（右上），
ナガシガーの洞床の陶器（中下）および貝殻（右下）．

図８　パリ マ゚ガーにある井戸．
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図９　フシャトゥガーの状況．フシャトゥガー洞口部（右・中）．フシャトゥガーの洞奥の涸れたプール（右上）および
洞床の陶器や磁器，貝殻（右下）．

図 10　フタツガーの状況．フタツガーの洞口（左上）および洞奥の水没部（中上）．内部の状況（右上・左下）．フタツガー
の洞口付近の堆積（中下）および洞床のシャコガイと海砂（右下）．

図 11　ンニマガーの状況．洞口（左）および洞内の状況（中）．洞床の砂質堆積物（右上）および洞壁の貝殻（右下）．
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図 12　ウプドゥマリ 南゚の横穴洞口（左）と床面の堆積物（右）．

図 13　ウプドゥマリ 南゚の堅穴１の洞口． 図 14　ウプドゥマリ 南゚の堅穴２の洞口．

図 15　ウカバの堅穴の洞口． 図 16　タニガーの堅穴の洞口．

図 17　仲筋のヤマトピㇲトゥトゥンバラの空撮写真（右：東側上空より撮影）と巨礫表面の石灰藻球化石（右）.




